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研究成果の概要（和文）：我が国の体育・スポーツ組織における経営管理者の多くが、体育・スポーツを実践・
指導する経験とキャリアを有している。本研究は、このようなキャリア・トランジションにおいて、実践・指導
における経験と学びが、経営管理における経験と学びに転移するのかを明らかにするため、特に地域スポーツク
ラブの経営管理者のキャリアと経験、職務に着目した。質問紙調査と分析の結果、学校体育システムとしての運
動部活動と、地域スポーツシステムの中核を担う総合型地域スポーツクラブが経営管理者の経験とマネジメント
行動において関連性を有していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Many managers in physical education and sports organizations in Japan have 
experience and careers in practicing and instruction physical education and sports. This study 
focused specifically on the careers, experiences, and duties of managers of comprehensive community 
sports clubs to clarify whether experiences and learning in practice and instruction sport transfer 
to experiences and learning in management during such career transitions. The results of the 
questionnaire survey and analysis revealed that athletic club activities as a school physical 
education system and comprehensive community sports clubs as the core of the community sports system
 are related in terms of the experiences and management behaviors of business managers.

研究分野： スポーツ科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、スポーツ界において慣例化している、スポーツの実践者からスポーツの指導者、そしてスポーツの経
営管理者へのキャリアに着目して、それぞれの段階や役割の中で経験したり、身に付けたりしていることが、別
の段階や役割においても活かされるのかどうかを検討するものである。研究の結果明らかになったのは、地域ス
ポーツのマネジメントを担うクラブマネジャーの職務遂行や重要な意思決定に対して、過去の運動部活動や競技
経験、スポーツ指導者や団体役員としての経験が影響を及ぼしていることであった。本研究の成果は、人材の育
成や配置の観点からスポーツ組織の不祥事や問題を捉え直す上で有益である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
我が国の体育・スポーツ組織における経営管理者

の多くが、体育・スポーツを実践・指導する経験と
キャリアを有している。公立中学校では校長に占め
る保健体育科出身者が明らかに多く（榊原ほか，
2009）、地域スポーツクラブでは経営管理者の約７
割が指導者としての経験を有し、４割以上が 11 年以
上に及ぶ長期の指導経験を有している（東京都スポ
ーツ文化事業団，2016，図 1）。種目を統轄する中央
競技団体では、競技・指導経験はもとより全国大会
以上の高い実績を有する理事が８割以上を占める
（清水，2009，図 2）。 
 スポーツ実践者・指導者から経営管理者へのキャ
リアは、多くの組織で慣例化している。だが、スポ
ーツを実践・指導する経験や能力は、組織や事業の
経営を担う経験や能力と異なり、「優れた指導者が優
れた経営者」とは限らない。近年の運動部活動問題や
地域スポーツクラブの存続危機、競技団体におけるハ
ラスメントが実技指導ではなく経営の問題として
相次いでいる今、それを担う経営管理者のキャリア
傾向を学術的に検討する必要性は極めて高い。 
これまでも指導者と経営者に必要とされる能力

の違いが実証され（柳沢ほか，1991）、スポーツ経
営者育成において、体育・スポーツを専門に学んで
きたことが重要な条件でないことが、古くから指摘
されている（Challadurai, 1997）。にもかかわらず、
現在も慣例化しているキャリア傾向は「実践者・指
導者」から「経営管理者」へ移行するプロセスで、
両者の経験や能力の間に功罪両面を含む関係が潜
在していることを窺わせる。これについて応募者
が、体育教師の自己評価をもとに職務経験間の関
連を分析したところ、授業や体育的行事の指導に
付随して生じる、人やモノを管理する経験が、経営
管理者としての価値観を形成させていた（朝倉，
2016）。また、教師としての経験や学びを長期的に分析すると、自らの生徒・学生時代のスポー
ツ実践経験が、教科指導だけでなく部活動の運営と、それらの力量形成に正と負の影響を与えて
いた（朝倉・清水，2014；2011；2010）。先行研究は、指導者と経営者の比較分析を中心に業務
の分類、力量の構成要素に着目しており、このような時系列的な視点から経験間の連続性や関連
を捉えてはいない。ここに、経営管理者のキャリア傾向に関する先行研究と実践現場の齟齬を埋
め、慣例化している現状を学術的に検討する余地がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、スポーツ実践者・指導者から経営管理者へのキャリア・トランジションにお
いて、実践・指導における経験と学びは、経営管理における経験と学びに転移するのかを明らか
にするため、特に地域スポーツクラブの経営管理者（クラブマネジャー）のキャリアと職務を把
握することで、スポーツ実践者・指導者の経験と学びが、経営管理者としての経験と学びにいか
に影響を与えているかを解明することであった。そこから、学習転移を示唆する状況がどのよう
な要因によってもたらされるかを考察した。 
 
３．研究の方法 
キャリア研究では、職業や役割の移行をトランジションと呼び、その過程で生じる経験が検討

されてきた（谷口，2006）。また学習研究では、集団や職務の境界を越える前の経験と学びが、
後の力量形成を左右する経験と学びに影響する現象を学習転移という（香川，2015）。本研究で
はこのような学習転移の在り方を検討するため、総合型地域スポーツクラブのマネジャーに着
目し、質問紙調査と分析を行った。 
 
４．研究成果 
関東甲信越地方（１都９県）に所在する 567 の総合型クラブを対象にデータ収集を行い、これ

まで事例的に検討されることが多かったクラブ経営管理者のマネジメント行動の実態を定量的
に分析することで、マネジャーとしての資質や能力が発揮されるべき具体的な職務を明らかに

図 1 地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ経営管理者 
の指導者経験 

図 2 中央競技団体理事職の 
競技・指導実績 



した。そして、それらの職務と行動に、クラブマネジメントに関わる経験―特に過去のスポーツ
経験、地域生活経験がいかに関わっているのかを分析した。さらに、総合型地域スポーツクラブ
の特性を踏まえて、クラブのマネジメントが地域における関係づくりと深くかかわっているこ
とから、マネジメント行動を規定している要因として、地域に対する態度や意識にも着目して、
マネジメント行動の規定要因を探った。具体的には、クラブマネジャーの基本属性とマネジャー
としての経験、マネジメント行動、コミュニティ意識に関する尺度を用いて、変数間の関係性を
分析した。 
分析の結果、「マネジメントサイクル」「組織化」「情報収集・共有」「ビジョン・戦略の策定」

「総務」「施設管理」「スポーツプロダクション」「学校との関係構築」「他団体との関係構築」と
いう 9 つの行動次元を同定した。その上で、これらの行動次元にマネジャーのこれまでの経験や
意識がいかに影響を及ぼしているかを分析するため、「就業形態」「公認資格」「運動部活動経験
年数」「最高競技実績」「スポーツ指導経験年数」「スポーツリーダー経験」（競技団体役員経験な
ど）「コミュニティ意識」（連帯感と積極性、他者への信頼、愛着、自己決定）を独立変数とする
（カテゴリカル）重回帰分析を行った。するとスポーツ経験の多くは、他の変数の影響によって
相殺されたが、「部活動経験年数」や「スポーツ指導経験」がクラブのマネジメントサイクルに
影響しており、特に部活動経験年数はビジョン形成、組織運営などの重要な意思決定行動を規定
していた。これらは、クラブマネジャーになる前のスポーツ経験がマネジメントに活かされてい
る（転移している）ことを示唆する結果と言える。同じく部活動に関わる変数でも、競技成績の
高さがスポーツプロダクトに関する行動を比較的強く規定していたのは、総合型地域スポーツ
クラブにおける事業の多くがスポーツ指導を伴う教室であることや、スポーツ指導者の不足も
相まってスポーツ指導者としての業務も兼ねていることが関係していると考えられる。 
 

 
以上のような結果は、部活動という日本に特徴的な学校体育システムと、同じく地域スポーツ

システムの中核を担う総合型地域スポーツクラブとが、経営管理者の「マネジメント」の次元で
関連性を有していることを示唆するものである。教育課程外で行われる運動部活動は、学校教育
のシステムにおいて周辺に位置づくが、それは学校と社会との関係を見据えた時、両者の中間領
域に位置づけられることを意味する（朝倉，2023）。このように考えると、運動部活動での経験
が、学校外のスポーツクラブにおけるマネジメント行動に影響を及ぼす要因が、学校教育におけ
る運動部活動経験に潜在していることが示唆される。しかし、今回の研究では部活動におけるい
かなる経験が、どのようなキャリアを通じて、総合型市域スポーツクラブのマネジャーの行動に
影響を与えているかを精査することが出来ていない。運動部活動改革が進行しているが、運動部
活動は大学を含む「学校」に根差した生涯スポーツシステムであり、運動やスポーツを「する」
「みる」「支える・創る」といった多様な経験を提供する場でもある。だとすると、運動部活動
における継続的な経験がスポーツ実践者・指導者・経営管理者へのキャリア・トランジションと
学習転移において、重要な役割を果たしていることが示唆される。ただし、学齢期・就学期にお
けるスポーツ活動の場は、学校以外にも広がりを見せていることに鑑みると、ジュニア・ユース
世代の多様なスポーツ環境を視野に入れる必要がある。この点に着目した上で、学習転移のあり
様を考察する理論的、実証的研究を進めることが今後の課題といえる。 
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